






































お買上げありがとうござし、ます。 

ミノルタ CLE は「ミノルタダイレクト測光ホま」(こ 
よる自動露化方まの、レンズ交換可能な距離計連動 
3己 mm カメラです。交換レンブは M-n 'ソ コール 40 mm 
F 2(標準)、 28 mmF 2. 8 ( 広角）および 90 mmF 4 (望遠)の 
3本が用意されています。専用フラッシュ「ミノルタ 
才ートエレクト□フラッシュ CLE 」 を巧えば、カメ 
ラの自動露出制御機構でフラッシュも制御され 、 TT 
L 自動調光によるフラ'ソシュ撮影ができます。 

初めてこのカメフをお使いになる方は、 一 般的な撮 
影手 I 慎を不した r 基本操作編』をお読みください。さ 
らじ、このカメラの性能を十分ごま用いただくため 
に、イま用説明書を最後までお読み〈ださし、。カメラ 
の機能をよ〈理解し、カメラに憎れていただけば、 
カメラの活用範囲が広がるばかりでなく、撮影がい 
ちだんと楽しいものとなります。 


1この巧用説日月書は M - □ッコール 40 mmF 2 レンズ付 
きで説日月していますが、 M - D ッコール 28 mmF 2. 8 
または M - □'ソコール 90 mm をお求めの方ら使い方 
は同じです。 


ミノルタ CLE の機能をま用してし、ただくためには当社 
独自のノウ•ハウじよりボデ f 特せに適合するようじ 
設計’製造管理されてし、る交換レンズおよび付属品 
のご使用をわすすめします。 

当社け外の交換レンズまたはイ寸属品を単に装着でき 
るというだけでお使いじなる場合、どのようなことが 
起こるか当社では予測できません。 
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オート撮影の仕方早わかり 


取扱し、の詳細は各参照ぺージをご覧ください。 





絞りをセットし構図をホめてピントをさわせます。 
(22 ’26ぺージ参照） 


シヤツターボタンを押して撮影します。 
(28 ページ参照） 
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ストラップ 
電池ケース 


ストラップの両端を兰角環(こ通して固をします。 


撮景ミの準備 


-• I rttf 


， グ ' 

ストラツフの取付け 












レンズの着脱 


レンズ’の取付け 



カメラからボディキャップをはずします。 


レンブキャップとレンブずをキャップをはずします。 


' レンズの取りはずし 



M 1 N が A 


..湾 

"se " み 

レンズ交換ボタンを巧したまま、止まるまで回して、 
前方に引き化してはずします。 


レンズのホ点をボディのホ指標にさわせてはめ 
込み、ロックがかかるまで回して取付けます。 


rs ^! N 星しか 


11 







電池に つし、 て 


電池の入れ方 


使用する電池 



電池は LR 44( A 76) 型アルカリマンガン電池 (1.5 V )、 
または G 口型りに SR 44) 銀電池 ( し 5 V ) を2倾吏いま 
す。 

•同じ大きさ、おがの水銀電池り. 35 V )がホ販され 
ていますので、間違いないように買い換えのときは 
必ず、止記の電池をご指定くださし、。 

★銀霉池とアルカリマンガン載せを混ぜて使用し 
たり、新しし、電池と古い電池を混ぜて使用す 
ると、電池の液もれや破裂の原因じをります 
ので避けてくださし、。 


f —f こ 

獅扉譯' 
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電化のチェック 



〇電池室ぶたを閉めます。 


バッテリーチェソクボタンを巧します。 

!、''斤 リーチェックランブが点灯すれば、電池の性能 
は十みです。 

バッテリーチェックランプが点なしないときは、電 
池の入れ方を間違えたか、電池が消結しているかで 
す。入れ直すか、ま斤品電池と交換してくださし、。 
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切換スイッチについて 


切換スイッチの操作は、スイッチ 
のち起をレンブ側に巧してから斤 
ないます。切換スイッチはぶのよ 
うな機能になっています。 



い切換スイッチが、◄の位置では 2;切換スイッチが、 ON の位置で 3;切換スイッチが、祇 Vr の位置で 
シャッターボタンを巧してもシャはカメラが作動状態となります。 は作動時間約10秒のセルフタイマ 
'ソターは切れません。 一がセットされます。 

カメラを使用しないときはこの位置 
(こセットします。 


シヤツターボタン(タツチスイツチ)について 



切換スイッチが ON のときシャッターボタンは、測ホ ♦手袋など、指を覆う物をはめているときは表示が 
スイ'ソチも兼ねています。シャッターダイヤルが先勾 でません。また、あ温度下でイま巧したり、ホ旨が極 

のとき、指がシャッターボタンに触れると測光スイ 度に乾いていると、シャッターボタンにおれても 

'ソチが ON じなり、セットしたおり値と被写体の日月 表示が化ないことがあります。このようなときは、 

るさし応じた、適正なンャッター速度がファインタ シャ 'ソタ_ボタンを少し巧すと測光スイ'ソチが0 N 

—巧 (こ LED (*) で表示されます。また、 フラ 'ソシユ撮 にな U ます。 

影のとき、充電が完 T すれば60の横の LED が点';成し •シャッターボタンが汚れている場ろは、シャ 'ソタ 
ます。 ーボタンに指が棘れても表示が化ないことがあり 

ます。切換スイッチを OFF じして、清潔な布でき 
れいじふきとって〈ださし、。 
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フイルムの入れ方 



を戻しクランクを起こして、裏ぶた開閉ノブを 〇裏ぶた開閱ノブを矢印方向に回して裏ぶたを開 

引き出します。 L けます。 




I 使用するフイルム_ 

パト□-ネ入り 35 mm □-ルフイル厶 （ J 135 タイ：/)。 
フイルムの出し入れは、直射日光の当らない場所で 
行なって〈ださし、。 



>フイル厶を スプール 爪に差し 
&むときは、イラストや写真 
で示すようじ止からフイル厶 
を差し込みます。 
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フイルムの入れ方(つづき） 



7フイル厶カウンターザ1 ( こなるまで、フイル厶を 使用フイルムの箱のふたを切り取り、メモホルター 
, 巻上げてシャッターを切る操作を繰 U おします。 に差し込んでおけば'、撮影中のフイル厶の種類や枚 

数がひと目でわかりますから、ご利用くださし、。 
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フイルム感度の合わせ方 


フイル厶感度の数値は、ぶのとおりです。 



ファインター視里粥につし、て 


40 mmF 2 使用時 


90 mmF 4 使用時 


ファインダー視野枠は、レンブの有無または使用レンズじよって図の 
ように変化します。撮影時はイま用するレンズのファインダー視野枠内 
に被写化をおさめてくださし、。 

• ファインダー視野枠やファインダー巧表示がはっきり見えない方 
の場さ、另リ売の視度調整アタッチメント Vn をごイ重用 < ださし、。 

•をレンブの視野枠は、撮影距離に応じてパララックス（視差)が自 
動的に補正されます。 
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r ピントの合わせ方 


ピント含わせは、ファインダー中央の; CZ ) の部分で行ないます。 

ビント含わせには巧の2通りがあります。被写かに応じて合わせやすい方まで行なってくださし、。 

の二重像合致ま 

最も一般的な方まです。人物撮影などで目にピントをさわせるとき、被写化をファインダーで見ながら、 
I ; 〇 I の部みの像がひとつに重なるようじ、レンズの距離リングを回します。 


ピントが合っていないとき ピントが合ったとき 



2) 上下像合致式 

被写イ本の端や日月確な線のようなもの（電ホ主とか電線）が距離計視野の上下からはみ化しているような場合、 
レンズの距離リングを回して図のようじ照準する視野巧で一致させます。 


ピントが合っていないとき ピントが合ったとき 



23 








才ート撮影の仕方版り優先自動露助 


次ぺ— ジ へつつく-^- ► 



シャッターダイヤルの<1互を指標にさわせます。 P 使巧するフイル厶の感度をフイル厶感度指標(こ 

*- 合わせます。 
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ファインダー（アイビース）をのぞいたまま、 
離リングを回してピントをさわせます。 

(22 ページ参照） 


6シャッターボタンにホ旨を触れます。 

•ファインダー内▲の横の L ED («) が点打したとき 
は、高速度連動外を示します。そのまま撮影する 
と適正露出はイ呆証されません。自動露出連動シャ 
'ソター速度 ( ASA / ISO 1日0け下の場合、 ^2^'/\〇〇〇 
秒)になるように、ホ交りリンブをおり込む方向 (F 
16のホ向)に回してくださし、 i 自動露化連動シトッ 
ター速度は、使用するフイル厶の感度によって28 
ぺ一、7宪1のよう（こを'わ。ます） 











才ート撮影の化方(つづき) 


表1 CLE の自動露出連動シャツターま度 


ASA/ISO 

1 自動露出連動シャッター速度 

100 し: i 下 

1 ；^〜乂。。。秒 

200 ' 

! 乂〜乂。。。'秒 

400 

: %〜乂〇〇〇秒 ' 

800 

ん〜 Xooo 秒 ] 

1600 

%〇〜乂。。 D 秒 


•ファインダー内▼の横の LED (*) が点なしたとき 
は、低速度連動かを示します。そのまま撮影する 
と適正露化はイ呆証されません。自動露出連動シャ 
ツター速度になるようじ、紋りリングを開く方向 
( F 2 の方向）(こ回すか、照巧をがるくする（あるいは 
フラツシュ撮影）などして、自動露化連動シャツ 
夕一速度になるようにしてくださし、。读1参照、 
ASA / に01600で使用する場含は、15の横の LED 
ザ点灯しても低速度連動外となります） 



ャッターボタンを押して撮影します。 


★撮影されたブリント用のフイルムかちサービ 
ス•サイブにプリントしたり、スライド用のフ 
イルムをマウントずると、実際に撮影した画面 
よりも、やや狭ぐなります。撮影の際に面面 
の固辺部に少し余格をとることをおすすめし 
ます。 


マニュアル撮影の仕方 


CLE は自動露化カメラですが、マニュアル撮影もできます。入身寸光まなど単独露化計による露出;夫定じ基 
づいて撮影するとき、露出補正量が一 2 EV または +2 EV を超えるとき' M 級、 MF 級、 FP 級などのフラッシュ 
バルブを用いて撮影するときじはマニュアル撮影をしてくださし、。 



1 才ート□ックボタンをす甲したままシャッターダ 
i イヤルを回し、撮影するときのシャッター速度 
り秒から乂〇。〇秒）をセットします。 

• マニュアル撮影では、ファインダー巧のシャッタ 
一速度表示用 LED は点灯しません。 

•シャッターダイヤル B (バルブ)は、シャッターボ 
タンを押している間シャッターが開いています。 
シャッターボタンから指を離せばシャッターは閉 
まります。 



おりリングを回して絞り値をセットします。 
シャッターボタンを巧して撮影します。 



• マニュアル 撮影時は、カメラにセ' ソ トしたシャツ 
ター速度と絞り値で撮影されます。 








フイルムの卷戻 



撮影の終つたフイルムは、ぶの要領で巻戻して、 
直射日光の当らない場所で取り化してくださし、。 



を戻しボタンを押し込みます。 
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セルフタイマーの使い方 


m 




フイル厶を巻上け'、ピントを合わせます。 
切換スイッチを f な卜「り位置にします。 


★セルフタイマーは、シャツターダイヤ化が B 
32 (バルブ)の化置では作動しません。 


つ シャッターボタンを巧します。 

• セルフタイマー作動表示ランプが点滅し、約1日が' 
後にシャッターが切れます。シャッターが切れる 
約2.日砂前には、点滅サイクルが短くなります。 

セルフタイマー撮影ががれば'、切換スイ'ソチを 
T イ位置または ON 位置にします。 

• T ; 点 I 品の位置のままですと、ぶの撮影らセルフタイ 
マー撮影となります。 


フラッシュ撮影の仕方(パート 1) 


次ぺージへつつく——- 


ミ刀レタオートエレクト□フラッシュ CLE を使用する場合 

「ミノルタオートエレクト□フラッシュ CLE 」 は、ミノルタ CLE には欠かせないフラッシュです。ここで 
は、フラッシュ CLE の主な特長と簡単な使い方を紹介します。 


《ミノルタオートエレクトロフラッシュ CLE の特長》 

•本機とフラッシュ CLE をおみさわせて巧巧すると、 
ミノルタダイレクト測光方まによ kj 、 撮影レンズ 
を通ったフラッシュ光を自動制御します。 

• 使用レンブのすべてのあ交り値が使えます。したが 
って、ガイドナンバ ー14( ASA / に0 100， m ) のフ 
ラッシュでも、オートで近距離から遠距離の被写 
イ本まで撮影できます。 

•本機のシャッターダイヤルはづ国のままで 0 K 。 充 
電が完了していても、自然光の巧るさで十みな場 
合は、フラッシュは発光しません。また、フラッ 
'ンュがホ充電、または電源スイッチを切ると、力 
メラの才ート撮影となります。 


• 本機のシャッターダイヤルをづ互にし、レンズの系交 
りをセットすれば、フラッシュ CLE (こは何もセット 
する必要がありません(調光距離範囲を確認する 
ときのみ、フラッシュ CLE じフイル厶感度をセット 
します)。 

•言羊しくは、ミノルタオートエレクト□フラ'ソシ 
ュ CLE の使用説日月書をご覧くださし、。 
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フラッシュ撮影の仕方(パート 1) つづき 


{ミノルタオートェレクトロフラッシュ CLE の使い方） 


ふ •mi^^ I iiiififtWI P M iMi BB 


ホットシューにフラッシュを 
取付けます。 


シャッターダイヤルをづ固(こ 〇フラッシュのフイルム感度表 
セットします。 示窓に使用フイル厶の感度 (A 

SA / ISO ) を合わせます。 
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4絞りをセットし、ピントをさわ 
4せます。 


電源スイ 'ソチを ON (こします。 


6 セットした紋りで、撮影距離 
が調光距離範囲内にあるかを 
巧かめます。 

• 調光お離範囲内でなし、場含は、 
絞 tj または撮影拒離を変えて、 
調光距離範囲巧じなるようじし 
てくださし、。 

•調光距離範囲は、イま用するフイ 
ル厶の感度と使用するおり値に 
よって変わ tJ ます。 



次ページへつづ 、 -^ 


が 

Uunh 
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フラッシユ撮影の仕方(パー N ) つづき 


7充電が完了したことを確認し 

/ます。 

•充電が完 T すると、フラッシュ 
本イ本背面のモニタ_ランプが点 
灯します。このとき、シャ'ソタ 
-ボタンに指を棘れると、ファ 
インダー内の60の横の LED (*) 
が点滅し、フラ'ソシュ撮影を備 
完了を知らせます。 

• 自動露化撮影のシャッター速度 
がン60〜乂000お'の場合、充電が 
お 完下してら LED は点滅しません。 



シャッターボタンを押して撮 
影します。 


• ファイ'ノダー巧の60の横の LED 
が点滅しているが態でシャ 'ソタ 
ーボタンを巧すと、同調速度で 
シャツターが切れ、 TTL 自動調 
光によるフラッシュ撮影となり 
ます。 


• LED が点减しなし 、が 態でシャッ 
夕一を切ると、フラッシュは発 
光しないで自な光による自動露 
化撮影となります。ただし、自 
動露出撮影で60の横の L E D が点 
灯しているときは、実際に切れ 
るシャッター速度に応じて、フ 
ラッシュが発光して TT L 自動調 
光する場合と、発光しないで自 
動露化となる場合があります。 

♦才ートフラッシュ撮影をやめて、 
カメラをオート撮影に切り換え 
る場合は、フラッシュの電源ス 
イッチを OFF にします。ただし、 
暗いところでオート撮影する場 
合は、自動露出連動シャッター 
速度にごま意くださし 、じ 8ページ 
表1参照)。 




•フラッシュ撮影をミ下後、ぶの充電 
が完了するまでにシャッターを切 
ると、フラッシュは発光しなし、で自 
動露化撮影となります。 

•セルフタイマーでオートフラッシュ 
撮影する場さは、ファインダー内の 
60の横の L E D の点減を確認して 
から、シャッターボタンを押してくだ 
さし、。 

•フラッシュをぜひ発光させたい場 
合は、おりリングを,被り込む方向 
じ回して、孤の横の L E D が点;威す 
るように調節してください。 


•シャッターダイヤルが60〜1また 
は B のとき、セットしたシャッタ 
一速度で切れてフラッシュが発 
光します。したがって、化速シ 
ャッターによるフラッシュ撮影が 
できます。この場合、ガイドナン 
バ ー14( ASA / IS 0 10 0， m ) のマ 
ニュアルフラ'ソシュとなります。 
撮影の仕方は己0 • 51ぺージをご 
貴くださし、。 


• シャッターダイヤルが125〜1000 
のとき、セットしたシャッター速 
度で切れますが、露出ムラを防 
止するためじフラッシュは発光 
しない機構になっています。 

• シャッターダイヤルが <] 呈]じ(外のと 
きは、ファインダー巧の LED は、 
点灯も点';咸もしません。 
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応用操作編 


露出補正の仕方 


次ぺージへつづく- 


自動露化撮影の標準値で逆光の人物を撮影すると、 
顔が暗くなったり、背景を入れてスボットライトの 
当った人物を撮影すると、顔が白っぽくなった。す 
ることがあります。このようなときは、露化の補正 
をすれば適正な写真が写せます。 

露出の補正は標準値に巧して、露化過度側および露 
化不を側とも2段階までできます。露出過度じした 
いときは （- f ) 側へ、露出不足じしたいときは (一) 側 
ヘシ ャッターダイヤルを回し、<1国を露化補正目盛(こ 
さわせます。 



1 才ート□ックボタンを巧したまま、希望するホ 
向ヘシ-ャッターダイヤルを回します。 

•露化の補正は、+2または一2の範囲を超えな し、 よ 
うにしてくださし、。 
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■ r ’：、 v'.、，Y ぃ、气 、\ で、广, 

で • 作 ^^ 7"X2ir^«**T?«^5P^W* ； r^ 

，ホ も''一 、• *,，、,-、、ぶ-‘,，1化、，、 ザ、ザ，*‘•、《* 



露出補正の仕方(つづが 


表2巧出補正の例 


被 写 イ本 


•ffri 山 

足を ぶ 

補 正 量 

逆光の人物 

まのたくさん入った風景 

+1 

〜+2 


雪上の人物 

空をバックに入れた人物 

+1 

画面の中の雪や空の部分が少ないときは、補正しな^| 

l < r も結構 J 

バックが暗いとき 
スポットをちびた人物 

一 1 

〜——2 



〇露出の補正をして撮影した後は、必ず元のよう 
*- にシャッターダイヤル指標(こ<1司を合わせます。 
•補正したままじしておくと、続けて露化捕正した 
写真になります。 

•補正量をみめにくいときは、前後に乂段階くらい 
ずつ桶正値を変えて、2〜4枚撮影してみてくださし、。 


★ R 说避を用）フイルターを取がけて撮影する場 
含、シャッターダイヤルの徊を指標と+1の 
間のクリックイな置（+；4段の麗化補正）にセ'ソ 
卜してくださし、。 

























長時間露出撮影(バルブ撮獻の仕方 


夜景や天化写真などをけ少より長いシャツター速度で撮影する場さは、シャツターダイヤルを B (バルブ')に 
セットして撮影してくださし、。シャツターダイヤルを B にセ'ソトすれば、シャッターボタンを巧している 
間シャッターが開いています。 



シャッターダイヤルの B を指標にさわせます。 クシャツターボタンを押して撮影します(写真は 


リモートコードを使用しています) 
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• 長時間露化の途中でカメラの電池がなくなると、 
シャソターザ閉まり露化が中止されます。新品の 
銀電ミ也を使えば常温 (20 〜30で)で、最長約4時間ま 
での長時間露出ができます。イを温のところでイまう 
と、もう少し短 < なります。 

★ケーカレレリーズで B (ノりレブ)撮影していると： 
き、ケーブルレリーズがカメラや吉脚などの 
金厲部みにがれるとシャッターが開まります 
ので、ごま意ください。 

★ 本機の王脚取がけねじでの深さは 5.9 mm です。 
ねじでの深さより長い=脚ねじを使用すれば、 
カメラの巧部機構を破損するおそれがありま 
す。また、ねじ込みの際、カメクを回して必、 
要政上の力を加えないでぐださい。 
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シャッター速度を先にみめて写す方ま 


本機は紋り懷先の才ートカメラですが、シャツター速度を先に;夫めてオ_卜撮影することもできます（ここ 
では、才ート撮影で説日月していますが、マニュアル撮影もできます)動きのある被写化をあ速シャツターで 
ブラして動感を表現したいときや、高速シャツターで静止させたいときに適しています。 





▲■刪柳化 M W 巧842 ▼ 


♦ # ゆの—'參^- # ® かか 化か 曲 
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フラッシュ撮影の仕方いくート 2) 


オートエレクトロフラッシュ 200 X など、ミノルタ X シリーズのフラッシュを使用する場合 


泻真は 200 X を巧用しています) 



1 ホットシューにフラッシュを 
i 取付けます。 


〇シャツターダイヤルを<1互(こセ 
^ ' ソトします。 


つフラッシュの露出計算盤にイま 
^用フイルムの感度を合わせま 
す。 
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次ぺージへつづ<- ► 



(フラ'ソシュの使用説明書を参照し 
てください） 
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フラッシュ攝影の化方(パート 2) つづき 


厂 M -lAUTOi 

mssm 


'~Cf ク 


7充電が完了したことを確認し 

/ます。 

•充電が完了すると、フラッシュ 
本化背面のノ \イ□'ソトランプ(モ 
ニターランプ)が点灯します。こ 
のとき、シャッターボタンに指 
を触れると、ファインダー巧の 
60の横の LED が点滅し、フラッシュ 
撮影の準備完了を巧らせます。 

• 自動露出撮影のシャッター速度 
が％。〜乂。。。砂の場含、充電な' 
48 完了.しても LED は点滅しませム 



シャッターボタンを巧して撮 
影します。 

• ファインダー巧の60の横の LED 
が点'戚しているが態でシャッタ 
ーボタンを押すと、同調速度で 
シャツターが切れます。 


• LED が点'減しなし、状態でシャッ 
ターを切ると、フラッシュは発 
光しないで自な光(こよる自動露 
化撮影となります。ただし、自 
動露出撮影で60の横の L E D ザ点 
ホ了しているときは、実際に切れ 
るシャッター速度に応じて、フ 
ラッシュが発光する場合と、発 
光しないで自動露出となる場合 
があります。 

• フラッシュをぜひ発光させたい場 
さは、シャツターダイヤルを1/60秒 
またはそれより長秒時にセットし 
てください。 



•フラッシュ撮影終了後、なの充 
電が完 T するまでにシャッター 
を切ると、フラッシュは発光し 
ないで自動露化撮影となります。 

•オートフラッシュ撮影をやめて、 
カメラを才ート撮影に切り換え 
る場含は、フラッシュの電源ス 
イッチを OFF (こします。ただし、 
日音いところで才ート撮影する場 
合は、自動露化連動シャッター 
速度にごを意ください (28 ページ 
表1参照） 


シャツターダイヤルが制ながのとき 



•シャッターダイヤルが60〜1また 
は B のとき、セットしたシャッター 
速度で切れてフラッシュが発光 
します。したがって、低速シャ 
ッターによるフラッシュ撮影が 
できます。 



• シャッターダイヤルが125〜1000 
のとき、セットしたシャッター速 
度で切れますが、露出厶ラを防 
止するためじフラッシュは発光 
しない機構(こなっています。 

• ファインダー内の LED は、点灯も 
点;威もしません。 


ミノルタオートエレクト□フラッシュ CLE (マニュアルフラッシュ時) 
も' よびミノルタ X シリーブ外のフラッシュを使用する場合は、50ぺ 
-ジの『フラッシュ撮影の仕方(ノ《ート3)』を参照してくださし、。 


49 








フラッシュ撮影の仕方(パート 3) 


ミノルタオートエレクトロフラッシュ CLE (マニュアルフラッシュ時)およびミノルタ X シリーズソ外の 
フラッシュを使用する場合 


絞り値 ( FNo .) 

ガイドナンパー ( m ) 
撮影距嫩 m 广 


1 ホットシュ ー( こフラッシュを 〇フラッシュ同調表になってシ 〇フラッシュのガイドナンパ'— 
丄取かけます。 —ャッター速度をセットします。一を基準にしてを交りをまめます。 

•— 般のエレクト□フラッシュの •絞りのまめ方は 、'，欠のまから絞 
場含は％。秒にセットします。 り値をボめます。端数があると 

きは、それより開か害りにいち 
ばんをい絞り値で撮影します。 
• 才ートエレクト □ フラッシュを 
使用する場さの絞りの;夫め方は、 
そのせ用説日月書に従ってくださ 



★コードまのフラッシュは使巧 
できません。 



表3フラッシュ同調表 


シャッ ター速度 

B 

1 

X 

X 

% 

Xs 

乂ム。1 

ん 5 

Xso 

ん〇 

'Aooo 

1使用す るフラッシ JL 

エレクト□フラッシュ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1: 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

MF 級、 F 挪 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

i A 

么 

X 

X, 

i 

X 

i X 

1 

F P 級バルブ 






1 




〇;同調する 
A; 同調しない 
X ;発光しない 


4 


シャツターボタンを巧して撮 
影します。 
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. ' » , ' '.ぃ. f . 车て‘:;巧 7 で ：,， K で I 一*'〜もを孩をを 

被写界深度について 



ある絞り値で被写伽こピントを合わせた場合、その被 
写 f 本の前後の一定の範囲が鮮明で、それ];(外のもの 
は被写かから離れる(こしたザってだんだんボケが大き 
くなります。この鮮日月な範囲が被写巧深度で、範囲が広 
し、ときに深度が深いといし、、範囲がなし、ときに深度が 
まいといいます。 

絞りを開かイ寸近にして背景をボカしてま要被写イ本を 
浮き出させたり、最小紋りかお(こして奥行きのある 
被写化の全化(こピントを合わせるなど、被写界深度 
5" を有を力に巧えば、写真表現が豊富になります。 



被写界深度には;义のような’性質があります。 

1’絞り値 (FNo.) が大きし、ほど被写界深度が深くなり、 
小さいほどまくなります。 

2 ''前方'深度他点)は後方深度(遠点)よりま < がほす。 
3撮影距離(被写か距離)が遠くなるほど深〈、おく 
なるほど'浅くなります。 

4同じ絞り値 (FNo.) または同じ撮影距離(被写 f 本距 
離)では、焦点距離が短〈なるほど深く、長くな 
るほどまくなります。 



正確な被与巧深度は、レンズの使用説日月書の被写巧 
深度をご覧〈ださし、。 

被写界深度はをレンブの深度目盛でらわかります。 


1.2. 1,5 2 3 510 


CO 


11 mn \ i I 

化11自4 2.8 4 81116 


たとえば'、 40nimF 2レンスで、撮影距離が 3m のとき、 
絞りを F8 に絞って撮影すると、 ▲ マークの両側にあ 
る8の範囲内（約2〜 6m) のものはだいたい鮮明に 
.写ることがわかります。 

、 • — . 一 • I 

深度目盛は、目測でピントを合わせてスナップ撮影 
するときや、絞り効まを意図して撮影するときに利 
用するとイ更利です。 


深度目盛 









赤外線写真撮獻 R マークにつし、 て) 


白黒ホ外フイルムの場合 



I 056または R 60 フイルターを用いて撮影します。ホ外 

' 線は、通常撮影する可視光線よりも波長が長し、ため、 

ファインダーでピントを合わせただけではフイルム 
面でピントが合いません。そのため、3ホ重類の M-a 
ッコールレンブじはすべて、深度目盛のところに‘‘ R ’’ 
で、ホ外線用ピント補正の位置を表示しています。 
ホ外線写真を撮影する場合は、一度ピントを合わせ 
た後、距離指標 U ) で距離目盛の数値を読み取り、 
R マークまでブラして撮影します。 

• R マーク位置は波長 768 nm で計算されたものです。ホ 
外スト□ボの種類じよっては、 R マークにズラしただ 
けでは、ピントが合わないものもありますから、テスト 
撮影じより確かめて〈ださい。 

•撮影するときは、ホ外フイル厶のイま用說日月書に従って 
露化を;夫めてから撮影して〈ださい。 


ライツミノルタ CL 用レンズについて 


既に、ライツミノルタ CL 用レンズをお手持ちの方 
は、本機に取りイ寸けてイまえます。ただし、無限遠で 
距離計の二重像がを少ズレて見えることがあります。 
この場合は、最寄りの当社サービス•ステーシヨンに 
ご相談〈ださし、。 
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専用アクセサリー 


才ートエレクト□フラッシュ C し E 

才ートエレクト□フラッシュ CLE は、ミノルタ CLE 
専用として開発された、ガイドナンバ ー14( ASA / 
ISO 10日, m ) のル型フラッシュです。ミノルタ CLE と 
組み合わせて巧用すれば、カメラの自動露出制御機 
構でフラッシュら制御され、 TTL 自動調光によるフ 
ラッシュ撮影ができます。 

シャッターダイヤルをづ互に合わせておけば、シャッ 
ター速度が％〇秒より高速のときはフラッシュは発光 
しないで、自然光のみで撮影されます。また、シャ 
ッター速度が％。秒よりイを速のときは自動的 ( こ同調速 
度に切り換わり、才ートフラッシュ撮影になります。 
さらに、 28 nini 広角レンズの画巧をカバーする、ワイ 
ドパネルを巧蔵しています。 
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M- ロッコ—ル 28mmF2.8/40mmF2/90mmF4 


M - □ッコール 28 mniF 2.8( 広ち）、 40 mmF 2( 標準)、 90 mmF 4( 望遠)は 
パクト化をめざして開発されたレンスです。 




主な性能 


ミノルタ CLE 用交換 レン ブとして、特 (こコン 



-- - _ レソ乂る 

【白 U - ' - 

M - □、ソ コール 28 mmF 2.8 

M - □ツコール 40 mm F 2 

M - □ツコ —ル9日 mm F 4 

レンズ構成 

己群7枚 

4群6ネ女 

4群4枚 

画角は： t 角線、水平、垂直） 

7日°•庶°，4が 

57。，4が. • 33^ 

27。-23。.15。 

おり目盛 

2.8-22 

2〜16 

4〜22 

最短撮影脂離 

0.8 m 

1 m 

大きさ（最大怪 X 全長） 

9^51 mm X 35.5 mm 

0 51 mm X 24.5 mm 

が51 fnmX 60.0 mm 

フイルター径 


040.5 mm 


重 量 

口喊 

10站 

2509 
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リモートコード S /1- 



ミノルタ CLE は電磁レリーズを採用していますから、 
リモートレリーブターミナル(こリモートコードを取 
りイ寸けるだけで遠隔操作ができます。コードの長さ 
は S が 50 cm 、 L が 5 m です。リモートコード S / L は、云 
脚などを用いてス□—シャッターを切るときにおイま 
いください。カメラぶれを防ぐのじ最適です。さら 
じ、リモートコード L は、野外の観察 i 己獄野鳥、動 
物）の撮影で、被写化に気づかれないようじシャッ 
ターを切りたい場合に最適です。 


視度調整アタッチメント Vn 



ファインダー巧の視野が、距離計および LED が、は 
つきり見えない違視あるいはお視のホは、本アタッ 
チメントをイきえば見やすくなります。 

遠視用 No . 1 〜 No . 5/近視用 No . 6〜 No . 9 



40.5 mm AC フイ ルター 

40. 5麵のミノルタフイルターには巧のような巧重類 
が用意されています。 

L 37 ( UV ) 、 Y 52、 056、 R 60、 旧（スカイライト） 、 A 12(85)、 
612(8 日 B )' ND 4 X 



0000 


ショルダーケース CLE 

シヨルターケース C L E は、カメラ.交換レンズ.フラッシュ 
-まわよびフイルムなどを収納することができます。 


ミニトライポット TR -1 

ブラック仕上けの高級小型兰脚です。 
コンパクトタイプですから、 

手軽に携帯できます。 



カメラケース 

カメラケースはカメラを持ちホく場合など、不用意 
にカメラやレンズにキズがつかないようイ呆講します。 
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手入れの仕方 


り: I カメラの清掃は、からぶきで 

カメラは、ホコリをきらいますので、ときどき力 
メラの清掃をしてくださし、。 

まず、ブ□アーでホコリを吹き飛ばしてから、柔 
らかし、清潔な布で軽くふき取ってくださし、。カメ 
ラボディ I こシンナー、ベンジンなどの有111落剤は 
絶巧に使用しないでください。 

2 レンズの清掃は、レンズクリーナーで 

レンズを巧さないようじ、ごま意ください。もし、 
巧れた場合、ブロアーでホコリを吹き飛ばしてか 
ら、柔らかい清潔な布でふいてくださし、。 
それでも取れないときには、レンズクリーニング 
ぺーノ く一にホ酿の';をがクリーナ ー（ コダック製、 
富±フイル厶製など）をごく少量つけて輯〈ふい 
て〈ださし、。 

液化クリーナーけ外は、，絶巧に使用しないで〈ださ 

い。 


イ呆管の仕方 


(1)2 週間な上使用し なし、 とき 

できるだけ電池を取ホしておいてください。電池 
の液もれで、本機を害することがあります。 

化カメラのイ呆管場所は 

高温.を湿のところやホコリッぽいところはおけ 
て、風通しのよいところにイ呆管してくださし、。乾 
燥きり(シリカゲルなど)といっしょじイ呆管すれば、 
よりま全です。局温 (50° C 上)の場所、薬品を巧 
うところ、および防ち剤入りのタンスは避けてく 
たさし、。 

巧)カメラを持ち運びするとき 

自動車のリアウインドやトランクの中などにが置 
すると、真夏のみ天下では極度の高温じなり、本 
機を故障させることがありますので、このような 
場所にはが置しないでくださし、。 


13) あ岸で撮影した後は 

ブ□ァーでホコリを吹き飛ばしてからカメラの表面 
を柔らかい布でよくふき、塩みなどをふきとってく 
ださい。 

4::|ボディのバヨネット座板面を清掃するとき 

シンナー、ベンジンなどのを機'落剤を含んだ布でボ 
ディのバヨネット座板面をふくと、簡滑剤が取れて 
レンズの着脱ザ重くなりますから、巧れたときは清 
潔な布で哲くふき取るだけにしてくださし、。ご巧 
用中にレンブの着脱が重くなったときは、最畜りの 
を地 サービス•ステーシヨ ンじご相談く ど さし、。 


アフター サー ビスについて 

1ホ製品の補修用性能部品は、10年間を目安に 
な有しております。 

2': ア フターサー ビスに関しては 『アフタ-サ- 
ビスのご案内』 に詳しく 記載しておりますか 
j ら、ご覧ください。 


取扱い上のま意 


①カメラは精を機械ですから、落したり、大きな衝 
撃をちえたりしないでくださし、。また、カメラを 
水中に巧したり、カメラ内部に水滴が入ったりす 
ると、内部の手の届かない所まで水みが回ってし 
まし、、部品がサビ ついて しまうことがあります。 
こうなると修理不能か、修理ができても修理費用 
が高くなりますから、水辺で使用するときは十み 
ごま意くださし、。 

を極めて低温の所で使用するときは、正規の作動を 
しないことがありますから、カメラをな温しながら 
も'巧い〈ださし、。特に、急激な温度のを化は、力 
メラ内部に水滴を生じるを険1性がありますから、 
絶対に避けてください。 

③レンズキャッブを取はずした状態で太陽 (こ カメラを向 
けたり、が置したりすると、シャッター幕が焼けること 
があります。撮影しないときは、必ずレンズキャップを 
取かけておいて 〈ださし、。 

(み フイル厶を入れな し、 で シャッ ターを切ると、 シャッター 
速度はファインダー巧表示の速度よりも長くなるこ 
とがありますがか障ではありません。 
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巧用フイル A 
画面サイズ 
レンズマウント 

巧巧レンズ 
フアイン ダー 
ファインダー倍率 


三アインダー視野率 
ーファインダー巧を 
連巧距 が計 
視… —— 昏が 

フアインダー巧まで 
シャッター 


シヤッターま度 


シャツターレリーズ 
セルフタイマー 


フラッシュシンク □ 


ミノルタダイレクト測光自動露出方式距離計連動 35 mm フォーカルプレンシャッターカメラ（レンズ交換ま） 

絞 Wff ホホ 

J 135 □-ルフイルムパト□-ネ入り 
24 mmX 36 mm 

バ ヨネ、 ソトマウント（ライツミノルタ CL と 同一） 

ミノルタ M - □ッ]-ル 28 mm F 2.8/ ミノルタ M - □’ソ〕ール 40 mm F 2 
ミノルタ M - ロッコール 90 mm F 4 

実像ホ逆ガリレオ透視ファインダー 
0.58 倍 

85% (4 加 m 標準 レン ズで 3 m のとき） 

一 0.52 ディ オプター 

スプリットイメージ •二重 像含致式 基線長 49.6 mm を効基線長 28. 9隱 

28 mm 、40 mm 、90 mm ブライトフレーム自動切換式パララックス自動補正(〇〇〜 0.8 m ) 

シャッター速度目盛、シャッター速度表示用 LED 、 シャッター速度連動域外警告用 LED 、 フラッシュ発光表示 

電子制御式横走斤フォーカルプレンシャッター 

才ー ト 乂秒〜乂 OOD 秒(無段階)シャッターダイヤル個イな置 □. ソク付 

マ—ュア ル B (バルブ）、 1、％、乂、％、乂己、％〇、％〇 、乂 2 5、 /2SO^ %OOs 乂〇 00秒 

各クリックストップ付、シャッターダイヤルはエンドレス回転ま 

電協レリーブ、電池電圧あ下時(こレリーズ□ック 

シャッターボタンじよるスタート、作動時間約10秒、 LED でか動寨示（レリーぶ予告付） 

%〇 砂 L ソ下のあ速時に同調、％〇秒よ U 高速では発光しないけート、 マニュアル 時とも）、ま用フラッシュ（ミノル 
タオートエレクト□フラッシュ CLE ) 使用喊よ TTL 自動制御、 X 接点のみ、フラッシュバルブは乂5秒より低速度に同調 


I アクセサリ- シュ - I : 1 ダ 方レ之卜接'ホ、シンクロオ-卜 ] ント □- ル接点 ( ミノルタオ-トエレクト□フラッシュ CLE .320 X .200 X J 32 X 
I I り 8 X 用）、 TTL 自動調光接点（ミノルクオートエレクト□フラッシュ CLE 用） 

I ホ！光方ま（ミノルタダイレクト測制こよる中央重点的平均測光 

[巧光素子1シリ ] ンフォトセルけ固(ボディ下部中央)、専用フラッシュ f ま用時 TTL 自動調光にもを用 
I 自巧露出巧困 I EV 3( F 2 乂'巧)〜 EV 18( F 16 乂〇〇〇巧)、 （ ASA / に010〇、 F 2 レンズ使用時） 


LaSA/ISO 感度 巧囲 I ASA/IS0 2日~1600(シャ‘ソターダイヤル弓|上げま、X巧ごとにロックイ寸) 
I R 出巧正装 ■ I標を値より ±2 EV の範囲で補正可能、％段ごとにクリック付 


I ..フイルムを上げ I 一作動レバー卷上け'ま、卷上け'ち口 K 予備角 30。 逆卷きま 


I フイルム カウンター]自動復元川貢算ま 


I フイルムま戻し1 卷戾しボタンおよびを戻しクランクによる方ま、巻戻しボタン自動復元 
裏 ぶ た I 美ぶた閒閱ノブ引ホし回転ま、ワンタッチロックま 
I 使.用ち池1 LR 44( A 76) 型アルカリマンガン電池 (1.5 V )、 または引3型 (JIS SR 44) 銀電池 (1.5 V )2 個 
!巧 源スイッチ] センサ-スイッチまたはシャッターボタンにま動坏時露光防止用 ON .OFF 切りおえスィッチ付） 

|iW 光 スイッチ) シャッターボタンタッチスイッチま 

[バタ|>-チェック I パ'ッデトチェックボタン押し込みじよるランプ表示ま軍也電圧低下時レ I トズ□'ソスランプが点なしな〈てもレリ-前ックされなければ細巧齡 
I そ.の_化 I リモート lx リーズタ-ミナル付、メモホルダー ( DIN-ASA お算勒巧、巧度調整アタッチメント Vn 取巧け可能 
( 大きさげデイのみ ）( 77.5 mm (喜さ） Xl 24.已 mm (幅） X 32 mm (奥行） 

(■*( ボディのみ ）I 3759情池別） 


■ここじ記載の‘性能わよび外観は、都合じより予告なくを更することがあります。 
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